
●主な項目●

●個人住民税の主な改正点	 … 2
●阿見町議会議員一般選挙案内	 … 4
●ご存じですか？医療福祉費（マル福）制度	 … 7
●平成 24年度県民交通災害共済加入受付案内	… 8
●阿見町マラソン大会結果報告	 …10
●まちのできごと	 …12

人と自然がつくる楽しいまちーあみ

URL http://www.town.ami.ibaraki.jp/　　E-MAIL ami@town.ami.lg.jp

あみ広
報

2012 2

広報あみ 2 月号通常版　平成 24 年 1 月 27 日発行

元プロ野球選手
が直接指導

■『少年少女野球教室』開催
元プロ野球選手が直接指導する『少年少女野球教室』

が12月 10日（土）に総合運動公園野球場において開
催されました。元巨人の篠塚和典さん・杉山直樹さん・
緒方耕一さん、元ヤクルトの川崎憲次郎さんの4人（左
写真：右から）を講師に迎え、プロ選手からの直接指導
によって、スポーツに対する子どもの意識や技術力の
向上などを図るために行われました。
子どもたちは部門別に分かれ、守備練習と打撃練習

を行い、フォームや心構えなどについて身振り手振り
のアドバイスを受けていました。
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じゅうみんぜいかいせい

平
成
24
年
度
分
の
個
人
住
民
税

（
町
・
県
民
税
）
か
ら
、
年
少
扶
養

親
族
（
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
）

に
対
す
る
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。

特
定
扶
養
親
族
（
16
歳
～
23
歳

未
満
）の
う
ち
、
16
歳
～
19
歳
未

満
の
者
に
対
す
る
扶
養
控
除
の
上

乗
せ
部
分
（
12
万
円
）
が
廃
止
さ

れ
、
一
般
扶
養
控
除
（
控
除
額

33
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

▼
「
扶
養
親
族
」
と
は
、
所
得
者

と
生
計
を
一
に
す
る
、
配
偶
者

以
外
の
親
族
（
6
親
等
内
の
血

族
と
3
親
等
内
の
姻
族
）
と
い

わ
ゆ
る
里
子
や
養
護
老
人
で

（
事
業
専
従
者
を
除
く
）、
平
成

23
年
分
の
合
計
所
得
38
万
円
以

下
の
人
（
そ
の
人
の
所
得
が
給

与
所
得
だ
け
の
場
合
に
は
、
平

成
23
年
分
の
給
与
収
入
金
額
が

1
0
3
万
円
以
下
の
人
）
を
い

い
ま
す

※
年
少
扶
養
親
族
（
16
歳
未
満
の

扶
養
親
族
）
に
対
す
る
扶
養
控

除
は
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
障
害

者
控
除
・
住
民
税
の
非
課
税
限

度
額
な
ど
の
算
定
に
お
い
て
は

引
き
続
き
扶
養
親
族
と
し
て
取

り
扱
い
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
人
に

つ
い
て
も
ほ
か
の
扶
養
親
族
と

同
様
に
確
定
申
告
書
な
ど
に
記

載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

年
少
扶
養
親
族
（
16
歳
未
満
の

扶
養
親
族
）
に
対
す
る
扶
養
控
除

の
廃
止
に
伴
い
、
所
得
割
の
納
税

義
務
者
の
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た

は
扶
養
親
族
が
同
居
の
特
別
障
害

者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
配
偶

者
控
除
ま
た
は
扶
養
控
除
の
額
に

23
万
円
を
加
算
す
る
措
置
が
、
特

別
障
害
者
に
対
す
る
障
害
者
控
除

の
額
（
30
万
円
）
に
、
23
万
円
を

加
算
し
、
53
万
円
と
す
る
措
置
に

改
正
さ
れ
ま
す
。

※
そ
の
他
の
改
正
点
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

扶
養
控
除
の
見
直
し

同
居
特
別
障
害
者
の
特

例
措
置
の
改
正

個人住民税の主な改正点
問い合わせ　税務課☎888－1111（151・152・156）

ご自分の税金控除について点検してみませんか

個人住民税の主な改正点
平成24年度から適用される個人住民税の税制改正についてお知らせします

●所得税確定申告・住民税申告の相談会　場所：役場 3 階 301 会議室
所得税還付申告・住民税申告　2月8日（水）～ 15日（水）　※土・日を除く　受付時間：午前7時～午後3時30分
所得税確定申告・住民税申告　2月16日（木）～ 3月 15日（木）　※土・日を除く　受付時間：午前7時～午後3時30分
　　　　　および日曜申告　2月 19日（日）、26日（日）　受付時間：午前 7時～ 11時
※役場庁舎の北口玄関を午前 7時に開錠します。3階の申告相談会場入口に備えてある受付番号簿に氏名を記入し
てください。相談開始時間は午前 8時 45分からです。提出書類や所得額・控除額を計算するために必要な資料が
そろっていない場合には申告相談は受付できません。また、役場では申告相談ができない種類の申告があります（竜
ケ崎税務署でご相談ください）。申告相談会のさらに詳しい内容については、広報あみ 1月号に掲載しましたの
でお読みください



▼
被
害
を
受
け
た
資
産
・
取
得
時

期
・
取
得
価
額
の
分
か
る
も
の

▼
被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
壊
し

費
用
・
除
去
費
用
な
ど
の
分
か

る
も
の

▼
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
受

け
取
る
保
険
金
な
ど
の
金
額
が

分
か
る
も
の

▼
市
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
り

災
証
明
書
」

▼
そ
の
他
、所
得
税
の
確
定
申
告
・

住
民
税
申
告
に
必
要
な
所
得
金

額
や
所
得
控
除
の
分
か
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
や
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書
）、
印
章
、
所
得

税
が
還
付
と
な
る
人
は
、
還
付

金
振
込
先
の
金
融
機
関
名
お
よ

び
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

※
災
害
減
免
法
に
よ
る
所
得
税
の

軽
減
免
除
を
選
択
し
た
人
は
、

住
民
税
の
雑
損
控
除
の
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す

※
震
災
に
よ
る
事
業
用
資
産
・
棚

卸
資
産
な
ど
の
被
害
の
申
告

は
、
竜
ケ
崎
税
務
署
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い

3　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

卸
資
産
や
事
業
用
の
固
定
資
産
、

山
林
、
生
活
に
通
常
必
要
で
な
い

資
産
（
別
荘
や
競
走
馬
、
1
個
ま

た
は
1
組
の
価
額
が
30
万
円
を
超

え
る
貴
金
属
、
書
画
、
骨
と
う
な

ど
）
は
除
か
れ
ま
す
）。

雑
損
控
除
額
は
次
の
❶
と
❷
の

算
式
で
計
算
し
た
金
額
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
多
い
ほ
う
と
な
り
ま
す
。

❶
「
差
引
損
失
額
（
損
害
金
額

─
保
険
金
等
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
）」
─「
所
得
金
額
の

10
分
の
1
」

❷
「
差
引
損
失
額
の
う
ち
災
害

関
連
支
出
の
金
額
」
─「
5
万

円
」

▼
「
保
険
金
等
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
」
と
は
、
損
害
保
険

契
約
な
ど
に
基
づ
き
支
払
い

を
受
け
る
保
険
金
・
共
済
金
・

見
舞
金
・
資
産
の
損
失
に
よ
り

支
払
い
を
受
け
る
損
害
賠
償

金
な
ど
を
い
い
ま
す

▼
「
災
害
関
連
支
出
」
と
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
を
い
い
ま
す

○
災
害
に
よ
り
滅
失
ま
た
は
損
壊

し
た
住
宅
や
家
財
な
ど
の
取
壊

し
ま
た
は
除
去
す
る
た
め
の
費

用
○
住
宅
や
家
財
な
ど
の
原
状
回
復

の
た
め
の
支
出
（
資
産
の
損
失

部
分
を
除
く
）

○
住
宅
や
家
財
な
ど
の
損
壊
・
価

値
の
減
少
を
防
止
す
る
た
め
の

支
出

※
災
害
に
関
連
し
た
支
出
で
、
損

壊
し
た
資
産
に
つ
い
て
の
支
出

し
た
金
額
の
う
ち
「
当
該
資
産

の
使
用
可
能
期
間
を
延
長
さ
せ

る
部
分
」
や
「
当
該
資
産
の
価

額
を
増
加
さ
せ
る
部
分
」
に
対

応
す
る
金
額
は
、
資
本
的
支
出

と
し
て
原
状
回
復
の
た
め
の
支

出
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

ざっそんこうじょ

申
告
時
に
必
要
な
も
の

控
除
額
の
計
算

竜
ケ
崎
税
務
署
☎
0
2
9
7

ー

6
6
ー

1
3
0
3
（
自
動
音

声
案
内
）

震
災
に
よ
り
、
ご
本
人
や
扶
養
す

る
ご
家
族
な
ど
が
所
有
す
る
住
宅
や

家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た
人
は
、

雑
損
控
除
な
ど
所
得
税
・
住
民
税
の

軽
減
措
置
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

生
活
に
通
常
必
要
な
資
産
（
棚

雑 損 控 除
問い合わせ　税務課☎888－1111（151・152・156）

東日本大震災により被害を受けられた人へ

雑 損 控 除
東日本大震災により、ご本人や扶養するご家族などが所有する住宅や家財などに損害を
受けられた人は、雑損控除など所得税・住民税の軽減措置が適用となる場合があります

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

害
を
受
け
ら
れ
た
人
へ

対
象
と
な
る
資
産
の
範
囲

等



3
月
25
日（
日
）は
、
阿
見
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

3
月
25
日（
日
）は
、
阿
見
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
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みんなで行こう　明るいせんきょ

区　分 期日前投票 投票日当日

期　間 3 月 21日（水）～ 24日（土）
のうち希望する日 3月 25日（日）

時　間 午前 8時 30分～午後 8時 午前 7時～午後 8時
報酬（日額） 9,500 円 10,700 円
場　所 役場 1階ロビー ご自分が投票される投票所
募集人数 8 人（各日 2人） 34人（各投票所 2人）
対　象 町の選挙人名簿に登録されている人

申込方法 2 月 22日（水）までに直接町選挙管理委員会（役場 2
階総務課内）に申し込む　※定員を超えた場合抽選

■募集内容

■
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き

る
人

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
阿
見
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

▼
阿
見
町
に
住
所
を
有
す
る
年
齢

満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民（
平

成
4
年
3
月
26
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）

▼
登
録
の
基
準
日（
3
月
19
日
）

ま
で
引
き
続
き
3
か
月
以
上
阿

見
町
に
住
み
、
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人（
平
成

23
年
12
月
19
日
ま
で
に
転
入
手

続
き
を
し
た
人
）

■
投
票
の
方
法

投
票
用
紙
に
候
補
者
名
を
1
人

書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
日
に
投
票
所
で
投
票

▼
時
間
：
午
前
7
時
～
午
後
8

時
▼
場
所
：
町
内
17
投
票
所

（
入
場
券
で
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
）▼
持
参
す
る
も
の
：

投
票
所
入
場
券（
入
場
券
が
な

く
て
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
）

●
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ

ャ
ー
な
ど
で
投
票
が
で
き
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
宣
誓
書
へ
の
署
名
、

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

▼
期
間
：
3
月
21
日（
水
）～
24

日（
土
）　

※
告
示
日
当
日（
3

月
20
日
）は
、
投
票
が
で
き
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
▼
時

間
：
午
前
8
時
30
分
～
午
後
8

時
▼
場
所
：
役
場
1
階
ロ
ビ
ー

▼
持
参
す
る
も
の
：
投
票
所
入

場
券（
入
場
券
が
な
く
て
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
）

●
他
市
町
村
で
不
在
者
投
票

出
張
な
ど
で
投
票
日
当
日
の
投

票
や
期
日
前
投
票
が
で
き
な
い
人

は
、
阿
見
町
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
投
票
用
紙
の
到
着
後
、
滞
在

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す

る
場
所
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
の
場
合
、
投
票
用
紙
の
請
求

や
投
票
後
の
手
続
き
に
、
郵
送

の
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
請
求
・
投
票
し
て
く

だ
さ
い

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、

身
体
に
重
度
の
障
害
等
が
あ
る
人

が
自
宅
で
不
在
者
投
票
を
で
き
る

制
度
で
す
。
事
前
に
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
、
ま
た
投
票
日
の
4
日

前
ま
で
に
投
票
用
紙
の
請
求
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
、
お
早
め
に
阿
見
町
の

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票
・
点
字
投
票

身
体
の
故
障
や
字
を
知
ら
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
投
票
用
紙
に
自

書
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
の
係

員
が
代
筆
し
ま
す
。
代
筆
を
希
望

す
る
人
は
、
当
日
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
目
の
不
自

由
な
人
は
、
点
字
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
点
字
器
は
投
票

所
で
用
意
し
ま
す
の
で
、
当
日
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
立
候
補
に
向
け
た
説
明
会
等

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▼
日
時
：
2
月
17
日（
金
）
午
後

2
時
か
ら
▼
場
所
：
総
合
保
健

福
祉
会
館『
さ
わ
や
か
セ
ン
タ

ー
』2
階
大
会
議
室

●
立
候
補
届
出
事
前
審
査

▼
日
時
：
3
月
6
日（
火
）
午
前

9
時
～
午
後
5
時
▼
場
所
：
役

場
3
階
3
0
5
会
議
室

●
出
納
責
任
者
説
明
会

▼
日
時
：
3
月
7
日（
水
）
午
後

2
時
か
ら
▼
場
所
：
総
合
保
健

福
祉
会
館『
さ
わ
や
か
セ
ン
タ

ー
』2
階
大
会
議
室

●
立
候
補
届
出
受
付

▼
日
時
：
3
月
20
日（
火
）
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時
▼
場

所
：
役
場
3
階
3
0
1
会
議
室

●問い合わせ：町選挙管理
委員会（役場 2 階総務課
内）☎ 888ー1111（214・
215）

■
「
投
票
立
会
人
」
の
募
集

町
で
は
、
投
票
所
に
お
け
る

「
投
票
立
会
人
」を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

来
る
3
月
25
日（
日
）は
、
阿
見
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
皆
さ

ん
の
大
切
な
一
票
、
棄
権
し
な
い
で
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

※
投
・
開
票
状
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
速
報
し
ま
す

●
告
示
日
：
3
月
20
日
（
火
）

●
投
票
日
：
3
月
25
日
（
日
）

●
投
票
時
間
：
午
前
7
時
〜
午

後
8
時

●
投
票
場
所
：
町
内
17
投
票
所

（
入
場
券
に
記
載
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
中
）



5　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）

国
金民
年結婚や就職・転職・退職などにより国民年金の加入の仕方が変わることがあ

り、その都度届出が必要になります。届出を忘れると、将来受け取る年金
額が減額されたり、受け取れなくなる場合もあります。届出は、忘れずに
行いましょう。

国民年金は、まず届出から国民年金は、まず届出から

※ 1　種別：▼第 1 号被保険者：自営業者・農林漁業従事者・学生・無職の人など　▼第 2 号被保険者：会社員・公務員
▼第 3 号被保険者：第 2号被保険者に扶養されている配偶者

※ 2　基本的には会社等で厚生年金等の加入手続きをすれば国民年金の資格は自動喪失となりますが、会社等で保険証
を受領した時点で国保年金課窓口において国民年金の喪失届をすれば、より速やかな切り替えができます

みんなでささえ愛…ねんきん

届け出が必要なとき 種別（※ 1） 届出先

第
1
号
被
保
険
者

20 歳になった（厚生年金・共済組合の加入者を除く） 第 1号 国保年金課

会社・役所などに就職した
厚生年金に加入

第 1号→第 2号 勤務先（※ 2）
共済組合に加入

住所・氏名が変わった 第 1号 国保年金課

任意加入する 任意加入被保険者 国保年金課

海外に転出する人が引き続き国民年金に加入する 任意加入被保険者

国内に親族が
いる　…最終住所地の市町村
いない…最終住所地を管轄す

る年金事務所

保険料を納めるのが困難 第 1号 国保年金課

保険料を口座振替で納めたい 第 1号 金融機関・年金事務所

年金手帳をなくした 第 1号 国保年金課・年金事務所

第
2
号
被
保
険
者

会社・役所などを退職した
本人 第 2号→第 1号

国保年金課
扶養されている配偶者 第 3号→第 1号

会社などを退職し、配偶者（第 2号被保険者）の扶養になる 第 2号→第 3号 配偶者の勤務先

住所・氏名が変わった 第 2号 勤務先

年金手帳をなくした 第 2号 勤務先

第
3
号
被
保
険
者

20 歳になった 第 3号 配偶者の勤務先

会社・役所などに就職した
厚生年金に加入

第 3号→第 2号 勤務先
共済組合に加入

配偶者が会社を変わった（加入制度が変わらない場合を除く） 第 3号 配偶者の新しい勤務先

配偶者（第 2号被保険者）に扶養されるようになった
第 1号→第 3号
第 2号→第 3号

配偶者の勤務先

収入増・離婚で配偶者の扶養から外れた 第 3号→第 1号 国保年金課

住所・氏名が変わった 第 3号 配偶者の勤務先

年金手帳をなくした 第 3号 年金事務所

国民年金保険料の納付は、口座振替がお得です！　2 月 29 日までに手続きを！
1 年前納（4月～翌年 3月分）、半年前納（4月～ 9月分・10月～翌年 3月分）の口座振替の申し込みは、
2 月 29日（水）までに、各金融機関の窓口または年金事務所にて手続きしてください。
※当月分を当月末に振り替え（50円割引）の早割制度は、随時受け付けています
●問い合わせ　土浦年金事務所☎824ー7121



国保年金課国保係・後期高齢医療福祉係☎888ー1111（131〜 135）

交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど
第

三
者
の
行
為
に
よ
る
負
傷

で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療
費

は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か
し
、
届

出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
使
っ
て

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為

に
よ
る
負
傷
は
、
原
則
と
し
て
加

害
者
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
負
担
し
た
医
療
費
は
、
後

日
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
請
求
を
適
正
に
行
う
た
め

に
も
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
負

傷
に
お
い
て
健
康
保
険
で
治
療
を

受
け
た
と
き
は
、
必
ず
国
保
年
金

課
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
三
者
の
行
為
に
該
当

す
る
場
合
と
は
?

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
国
保
年

金
課
へ
『
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
』
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
▼
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

▼
け
ん
か
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き

ー
な
ど

■
示
談
を
結
ぶ
前
に
届
け

出
・
手
続
き
を

国
保
年
金
課
に
届
け
出
る
前
に

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
と
、
国
保
・
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
使
え
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保
年

金
課
に
ご
相
談
の
う
え
、
必
要
な

届
け
出
・
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
こ
ん
な
と
き
国
保
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は

使
え
る
？

Q
交
通
事
故
加
害
者
と
し
て
ケ
ガ

を
し
た
場
合
は
?

A
届
出
を
す
れ
ば
使
え
ま
す

た
だ
し
、
飲
酒
運
転
や
無
免
許

運
転
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為

だ
っ
た
場
合
は
、
給
付
制
限
に

該
当
し
、
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す

Q
仕
事
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

は
?

A
労
災
保
険
が
優
先
適
用
さ
れ
ま

す業
務
中
や
通
勤
途
中
の
交
通
事

故
に
よ
る
ケ
ガ
は
、
労
災
保
険

で
治
療
を
受
け
る
の
が
原
則
で

す

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
は
?

❶
警
察
に
届
け
出
る

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
速
や

か
に
警
察
に
届
け
出
て
、
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
『
事

故
証
明
書
』
を
発
行
し
て
も
ら
い

ま
す
。

❷
国
保
年
金
課
窓
口
に
届
け
出
る

▼
印
鑑
▼
健
康
保
険
証
▼
事

故
証
明
書
（
後
日
で
も
可
）▼
運

転
免
許
証
（
車
・
バ
イ
ク
な
ど
の

場
合
）
ー
を
持
参
し
て
、
国
保

年
金
課
の
窓
口
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
相
手
の
い
な
い
自
損
事
故
の
場

合
も
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
の
注
意
点

●
事
故
の
相
手
を
確
認
す
る

お
互
い
の
連
絡
先
・
車
の
ナ
ン

バ
ー
・
運
転
免
許
証
（
住
所
・
氏
名

な
ど
）・
加
入
し
て
い
る
保
険
会
社

な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

●
医
師
の
診
察
を
受
け
る

事
故
直
後
は
シ
ョ
ッ
ク
で
痛
み

を
感
じ
な
く
て
も
、
負
傷
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
損

害
賠
償
請
求
に
は
多
く
の
場
合
、

診
断
書
や
医
療
機
関
の
領
収
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

みんなでささえ愛…こくほ

必ず届け出を！

国保・後期高齢者医療制度の被保険者が
交通事故など第三者の行為による負傷にあったときは

必ず届け出を！

被
害
者

（
国
保
加
入
者
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
）

国
保
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度

医
療
機
関

加
害
者

➡

届出

➡
請　求

➡ 医　療

➡ 支払い

●交通事故などの第三者行為●
国保・後期高齢者医療制度で治療を受ける場合

医療費の
一時立て替え

➡

事故
発生

広報あみ 2月号通常版　2012.1.27　6



7　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

いりょうふくし

■
対
象
と
な
る
人

●
小
児

▼
0
歳
～
小
学
校
6
年
生

●
重
度
心
身
障
害
者

▼
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る

▼
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う

こ
う
も
し
く
は
直
腸
・
小
腸
・
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
ま
た
は

肝
臓
の
機
能
障
害
に
よ
り
、
身

体
障
害
者
手
帳
3
級
の
交
付
を

受
け
て
い
る

▼
療
育
手
帳
（
判
定
A
以
上
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る

▼
療
育
手
帳
（
判
定
B
）
お
よ
び

身
体
障
害
者
手
帳
3
級
の
両
方

の
交
付
を
受
け
て
い
る

▼
障
害
基
礎
年
金
1
級
に
該
当
す

る
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

※
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加

入
が
条
件
と
な
り
ま
す

●
母
子
（
父
子
）
家
庭

▼
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
（
男
性
）

と
そ
の
子
（
現
に
監
護
し
て
い

る
場
合
の
み
。
子
の
18
歳
の
誕

生
日
以
後
、
最
初
の
3
月
31
日

ま
で
。
子
が
障
害
児
ま
た
は
高

校
在
学
中
の
場
合
は
20
歳
未
満
）

●
妊
産
婦

▼
母
子
保
健
法
に
基
づ
く
妊
娠
の

届
出
を
し
た
人
（
妊
娠
届
出
月

の
初
日
か
ら
出
産
月
の
翌
月
の

末
日
ま
で
）

■
マ
ル
福
の
申
請
と
届
出

国
保
年
金
課
窓
口
へ
左
記
の
も

の
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
年
に
1
回
更
新
が
あ
り
ま
す

（
小
児
に
該
当
す
る
小
学
校
4
～

6
年
生
と
妊
産
婦
を
除
く
）。

●
持
参
す
る
も
の
：
▼
健
康
保
険

証
▼
印
鑑
▼
小
児
に
該
当
の
人

は
保
護
者
の
金
融
機
関
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
▼
重
度
心

身
障
害
者
に
該
当
の
人
は
身
体

障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
障
害

年
金
証
書
▼
妊
産
婦
に
該
当
の

人
は
母
子
健
康
手
帳
・
妊
産
婦

本
人
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
▼
転
入
等

に
よ
り
町
で
所
得
が
確
認
で
き

国保年金課後期高齢医療福祉係☎888ー1111（134・135）

な
い
人
は
所
得
の
わ
か
る
証
明

書
（
住
民
税
課
税
証
明
書
等
。

必
要
な
年
度
は
対
象
者
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
県
内
の
病
院
に
か
か
る

場
合
は
…

健
康
保
険
証
と
医
療
福
祉
費
受

給
者
証
を
医
療
機
関
等
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
妊
産
婦
の
人
は
、
医
療
機
関
へ

の
か
か
り
方
な
ど
が
ほ
か
の
対

象
者
と
異
な
り
ま
す
の
で
、
担

当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

■
県
外
の
病
院
に
か
か
る

場
合
は
…

医
療
福
祉
費
受
給
者
証
は
、
県

外
で
の
診
療
に
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
県
外
で
診
療
を
受
け
た
と
き

や
、
受
給
者
証
を
提
示
し
な
い
で

診
療
を
受
け
た
と
き
は
、
国
保
年

金
課
窓
口
で
医
療
福
祉
費
支
給
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

●
持
参
す
る
も
の
：
▼
医
療
機
関

等
の
発
行
す
る
領
収
書
（
コ
ピ

ー
不
可
、
受
診
者
名
・
保
険
点

数
の
記
載
の
あ
る
も
の
）▼
医

療
福
祉
費
受
給
者
証
▼
健
康
保

険
証
▼
印
鑑
▼
金
融
機
関
の
口

座
番
号
の
わ
か
る
も
の

※
健
康
保
険
組
合
等
か
ら
の
療
養

費
給
付
証
明
書
や
支
給
決
定
通

知
書
な
ど
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

■
医
療
費
の
自
己
負
担
制
度

外
来
診
療
の
場
合
、
ひ
と
つ
の

医
療
機
関
に
つ
き
、
1
日
6
0
0

円
、
月
2
回
1
2
0
0
円
を
限
度

に
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
（
重
度

心
身
障
害
者
該
当
の
人
を
除
く
）。

な
お
、
保
険
薬
局
で
の
調
剤
に
か

か
る
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
院
の
場
合
、1
日
3
0
0
円
、

月
3
0
0
0
円
を
限
度
に
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
（
重
度
心
身
障
害

者
該
当
の
人
を
除
く
）。
入
院
時

の
食
事
代
（
標
準
負
担
額
）
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
小
児
の
人
の
外
来
お
よ

び
入
院
自
己
負
担
金
は
町
が
助
成

し
ま
す
（
3
か
月
に
一
度
、
指
定

口
座
に
振
り
込
み
）。
外
来
自
己

負
担
金
が
6
0
0
円
未
満
の
場
合

に
は
、
国
保
年
金
課
窓
口
で
外
来

自
己
負
担
金
の
支
給
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い（
持
参
す
る
も
の
：
▼
医

療
機
関
等
の
発
行
す
る
領
収
書
＝

コ
ピ
ー
不
可
、
受
診
者
名
・
保
険

点
数
の
記
載
の
あ
る
も
の
▼
医
療

福
祉
費
受
給
者
証
▼
健
康
保
険
証

▼
印
鑑
）。

ご存じですか？

医療福祉費（マル福）制度

町
に
住
所
が
あ
り
、
各
種
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
に
対
し
、
保
険
診
療
と
な
る
医
療

費
（
※
）
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
本
人
、
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者

に
つ
い
て
所
得
制
限
が
あ
り
（
小
児
を
除
く
）、
基
準
を
超
え
た
人
は
対
象

か
ら
除
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
も
対
象
外
で
す
。

※
柔
道
整
復
師
等
に
よ
る
各
種
健
康
保
険
の
適
用
と
な
る
施
術
も
含
み
ま
す

医療
福祉
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参
の
う
え
役
場
2
階
町
民
活
動

推
進
課
に
請
求
す
る
。
❶
会
員

証
❷
運
転
免
許
証
（
免
許
の
必

要
な
車
両
を
運
転
中
の
事
故
の

と
き
）❸
交
通
事
故
証
明
書（
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
所
長

発
行
の
も
の
）
※
こ
の
証
明
書

が
な
い
場
合
は
、
指
定
の
証
明

書
類
に
よ
り
9
等
級（
3
万
円
）

ま
で
の
制
限
支
給
に
な
り
ま
す

❹
診
断
書
（
医
師
の
診
断
書
・

柔
道
整
復
師
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う

師
の
施
術
証
明
書
が
必
要
。
見

込
み
診
断
書
不
可
）
※
同
日
に

2
か
所
以
上
の
治
療
機
関
に
通

院
し
て
い
る
と
き
は
、
1
日
と

し
て
計
算
❺
委
任
状
（
請
求
人

（
未
成
年
の
場
合
親
権
者
）
以

外
の
人
が
請
求
す
る
と
き
）

●
共
済
見
舞
金
の
請
求
期
間
：
事

故
発
生
日
の
翌
日
か
ら
2
年
以

内
で
す

●
身
障
見
舞
金
と
は
：
共
済
期
間

中
の
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
が

原
因
で
、
そ
の
後
1
級
ま
た
は

2
級
の
身
体
障
害
者
と
な
っ
た

と
き
は
、
共
済
見
舞
金
と
は
別

に
、
身
障
見
舞
金
と
し
て
50
万

円
が
支
払
わ
れ
ま
す

※
こ
の
制
度
は
、
共
済
見
舞
金
の

給
付
を
受
け
た
会
員
の
み
対
象

と
な
り
ま
す

共
済
期
間
中
の
▼
日
本
国
内
の

道
路
上
を
運
行
中
の
自
動
車
・
バ

イ
ク
・
自
転
車
等
の
接
触
・
衝
突
・

転
落
・
転
覆
な
ど
の
事
故
に
よ
る

人
の
死
傷
▼
踏
切
道
に
お
け
る
電

車
等
と
の
接
触
・
衝
突
の
事
故
に

よ
る
人
の
死
傷

ー
が
対
象
で

す
。

●
共
済
見
舞
金
の
全
部
：
▼
会
員

ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
の
故
意

に
よ
る
事
故
▼
会
員
が
無
免

許
・
酒
気
帯
び
運
転
中
に
生
じ

た
事
故
ま
た
は
そ
の
事
実
を
承

知
で
同
乗
し
て
い
た
事
故
▼
地

震
・
洪
水
・
暴
風
・
そ
の
ほ
か
の

天
災
で
生
じ
た
事
故

●
共
済
見
舞
金
の
全
部
ま
た
は
一

部
：
▼
正
当
な
理
由
な
く
医
師

の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き

▼
会
員
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人

の
重
大
な
過
失
に
よ
る
事
故
▼

そ
の
ほ
か
法
令
に
違
反
し
組
合

長
が
不
適
当
と
認
め
る
事
故

●
共
済
見
舞
金
の
請
求
方
法
：
次

の
❶
～
❺
の
書
類
と
印
鑑
を
持

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
県

内
在
住
者
を
対
象
と
し
た
、

交
通
事
故
災
害
の
救
済
制
度
で

す
。
県
内
市
町
村
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
ま
た
は

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
が
加

入
で
き
ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
加
入
者
に
は
日
本
国
内

で
生
じ
た
交
通
事
故
災
害
に
対
し

て
、
見
舞
金
を
給
付
し
ま
す
。

●
会
費
（
1
年
間
）
：
▼
大
人
：

9
0
0
円
▼
中
学
生
以
下
（
4

月
1
日
現
在
）
：
5
0
0
円

●
見
舞
金
：
▼
死
亡
：
1
0
0
万

円
▼
最
高
傷
害
：
30
万
円
▼
身

障
見
舞
金
：
50
万
円

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、
会
費
を
添
え
て
役
場
2
階
町

民
活
動
推
進
課
ま
た
は
う
ず
ら
出

張
所
に
申
し
込
む
。

平
成
24
年
度
の
加
入
受
付
は
、

2
月
1
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
共

済
期
間
は
4
月
1
日
（
4
月
1
日

以
降
申
し
込
み
の
場
合
は
、
申
し

込
み
日
の
翌
日
か
ら
適
用
に
な
り

ま
す
）
か
ら
来
年
3
月
31
日
ま
で

で
す
。

申
し
込
み
方
法
等

対
象
に
な
る
事
故

請
求
手
続
き
等

問い合わせ　町民活動推進課☎888ー1111（272・273）

けんみんこうつうさいがい

会
費
・
見
舞
金
等

給
付
で
き
な
い
場
合



第3次男女共同
参画基本計画

9　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

第3次男女共同
参画基本計画

だんじょきょうどうさんかくしゃかい

町民活動推進課☎888ー1111（271〜 273）

このマークは男女共
同参画社会のシンボ
ルマークです

町は 23 年度、国・県の基本計画を基にまた、町民の皆さまの意見を参考にして、町民による・町民に親しま
れる・町民の幸せ作りの基本計画を策定しています。

❶経済社会情勢の変化などに対応して、重点分野を新設
　▼男性・子どもにとっての男女共同参画
　▼貧困など生活上の困難に直面する男女への支援
　▼高齢者・障害者・外国人などが安心して暮らせる環境の整備
　▼科学技術・学術分野における男女共同参画
　▼地域・防災・環境その他の分野における男女共同参画の推進
❷実効性のあるアクション・プランとするため、それぞれの重点分野に「成果目標」を設定
❸ 2020 年に指導的地位に女性が占める割合を少なくとも 30％程度とする目標に推進
　▼中間目標の設定や多様なポジティブ・アクションを推進
　▼政治・司法・経済分野など、これまで取り上げなかった分野などについても積極的に働きかける
❹女性の活躍による経済社会の活性化や「M字カーブ問題」の解消も強調
　▼女性の継続就業支援や再就職支援などの施設の実施

男女共同参画社会基本法に基づく基本計画として、平成 22年 12月に第 3次男女共同参画基本計画が閣議
決定されました。

計画の特徴

●男女共同参画社会＝男性も女性も意欲に応じてあらゆる分野で活躍できる社会

職場で…性別にかかわりなく、能力を十分に発揮できる環境をつくり、あらゆる分野への女性の参画を促進
しましょう

家庭で…ワーク・ライフ・バランスの促進を図り、男性の家事・育児への参加について男性の理解を深めまし
ょう

地域で…福祉・教育・環境・防災・まちづくりなど、地域課題を解決していくにあたり男女共同参画の視点を持
ちましょう

学校で…子どもが将来を見通した自己形成を行い、性別にとらわれず進路を選択することのできる意識の醸
成を図りましょう

お互いが認め合い・励まし合い・助け合う社会づくりのために…

ドメスティック・バイオレンスとは
多くの場合、暴力の被害者は女性で、夫や恋人など親しい関係にある男性（婚約者・同棲相手・別れた夫

など）からふるわれる身体的・性的・経済的・社会的な暴力のことです。
個人的な関係の中で、経済的・社会的に優位に立つ男性が暴力で女性を支配（コントロール）するこ
とで、単なる夫婦げんかではなく暴力であり、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害です。

▼県婦人相談所（配偶者暴力相談支援センター）
電話相談　電話番号　029‐221‐4166（相談専用）
　　　　　相談時間　平日：午前 9 時～午後 9 時／土・日・祭日：午前 9 時～午後 5 時
来所相談（電話で予約が必要です）
　　　　　相談時間　午前 9 時～午後 5 時　　　　　　　　　　　

▼役場（町民活動推進課）
電話相談・来所相談　電話番号　888‐1111（273）
　　　　　　　　　 相談時間　平日：午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

ひとりで悩まず相談してください。いずれの相談も無料で、秘密は必ず守ります。



マラソンたいかい　けっかほうこく

マラソン大会阿見町　師走の阿見町で健脚を競った選手たち

12 月 4日、総合運動公園で阿見町マラソン大会が行われまし
た。この日は、820 人のランナーが出場し、健脚を競い合いま
した。大会結果は次のとおり（敬称略）。

■
小
学
生
男
子
低
学
年
（
2
㎞
）

❶
海
野
悠
斗　
（
第
一
小
3
年
）　

7
分
54
秒
71

❷
大
関
風
馬　
（
舟
島
小
1
年
）　

8
分
07
秒
84

❸
水
戸
部
駿
太
（
阿
見
小
3
年
）　

8
分
08
秒
31

❹
佐
々
木
悠
人
❺
宮
城
優
斗　

❻
小
島
太
志

❼
小
福
田
卓
弥
❽
村
上
大
樹　

❾
岡
村　

暁

�
韮
澤
史
人

■
小
学
生
女
子
低
学
年
（
2
㎞
）

❶
佐
々
木
綾
乃
（
第
一
小
3
年
）　

8
分
32
秒
85

❷
中
村
紗
夏　
（
阿
見
小
3
年
）　

8
分
33
秒
75

❸
堺　

由
奈　
（
阿
見
小
3
年
）　

8
分
55
秒
02

❹
富
田
陽
香　

❺
小
川
由
妃　

❻
坂
田
光
瑠

❼
仲
川
陽
菜　

❽
山
田
怜
奈　

❾
湯
原
笑
里

�
石
引
沙
也
加

■
小
学
生
男
子
高
学
年
（
3
㎞
）

❶
根
本　

成　
（
阿
見
小
6
年
）　

11
分
00
秒
19

❷
大
関
心
一
郎
（
舟
島
小
4
年
）　

11
分
27
秒
72

❸
安
田
勇
太　
（
実
穀
小
6
年
）　

11
分
35
秒
22

❹
富
田
峻
介　

❺
白
田　

進　

❻
湯
原
辰
光

❼
尾
上
耕
太
郎
❽
中
野
耕
太
郎
❾
黒
田　

琢

�
木
村
優
成

■
小
学
生
女
子
高
学
年
（
3
㎞
）

❶
西
﨑
凜
　々
（
阿
見
小
4
年
）　

12
分
57
秒
51

❷
木
村
朱
里　
（
吉
原
小
6
年
）　

13
分
15
秒
37

❸
長
谷
川
綾
香
（
本
郷
小
5
年
）　

13
分
17
秒
55

❹
湯
原
望
生　

❺
山
本
侑
果　

❻
水
落
花
梨

❼
並
木
彩
夏　

❽
堀
田　

雅　

❾
石
川
真
衣

�
荒
井
優
花

■
中
学
生
男
子
（
5
㎞
）

❶
小
國
侑
介　
（
阿
見
中
3
年
）　

16
分
25
秒
64

❷
塚
田　

淳　
（
阿
見
中
3
年
）　

17
分
23
秒
35

❸
岩
持
壮
彦　
（
阿
見
中
3
年
）　

17
分
35
秒
40

❹
横
山
隼
土　

❺
押
鴨
歩
夢　

❻
中
村
和
樹

❼
小
島
啓
希　

❽
竹
内　

亨　

❾
圖
司
亜
貴
人

�
江
上
和
希

■
中
学
生
女
子
（
3
㎞
）

❶
根
本
佳
小
里
（
阿
見
中
3
年
）　

10
分
20
秒
68

❷
岡
嶋
楓
華　
（
阿
見
中
2
年
）　

11
分
22
秒
38

❸
長
島
詩
歩　
（
竹
来
中
2
年
）　

11
分
33
秒
17

❹
黒
澤
璃
央　

❺
野
口
麻
季　

❻
酒
井
桃
子

❼
荒
井
夏
海　

❽
富
田
悠
香　

❾
樋
口
絢
音

�
袴
田
樹
李

■
一
般
男
子
（
5
㎞
）

❶
齋
藤　

順　
　

19
分
14
秒
65

❷
山
口
仁
志　
　

19
分
50
秒
97

❸
相
馬
優
樹　
　

20
分
35
秒
99

❹
永
滝
重
男　

❺
竹
本
一
郎　

❻
西
﨑
賢
一

❼
片
見
祐
司　

❽
川
野
辺
陵　

❾
中
根
裕
之

�
染
谷
章
則

■
一
般
女
子
（
5
㎞
）

❶
大
関
淑
恵　
　

20
分
06
秒
64

❷
瀬
尾
由
美
子　

24
分
04
秒
68

❸
菊
地
淳
子　
　

24
分
41
秒
24

❹
滝
澤
千
恵　

❺
田
村
し
の
ぶ
❻
鈴
木
弘
美

❼
仲
川
登
紀
子
❽
松
本
志
信　

❾
折
笠
里
美

�
村
田
え
り
か

■
一
般
男
子
（
10
㎞
）

❶
鈴
木
武
史　
　

38
分
11
秒
66

❷
黒
沼　

淳　
　

38
分
43
秒
79

❸
安
藤
宗
徳　
　

39
分
26
秒
58

❹
佐
野
智
央　

❺
飯
沼
和
也　

❻
伊
熊
宏
悦

❼
時
原
宏
明　

❽
小
嶋
正
一　

❾
佐
藤
吉
一

�
織
本
雅
也
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１． 地球温暖化の仕組みと影響…地球温暖化を進めているのは主に CO2 です
石油や石炭などの化石燃料に伴って、大気中にCO2（二酸化炭素）が排出されます。近年、エネルギーの大
量消費でこのCO2濃度が上昇し、地球から宇宙に放出されるはずの熱が大気中に封じ込められる温室効果が
進み、地球が温暖化しています。
２． 家庭における地球温暖化対策の重要性…家庭からの CO2 排出量の約 6 割が電気製品や自家用車からです
家庭生活から排出されるCO2は、1世帯あたり平均で年間
約 4,852kg（2009 年度）です。そのうち自動車と電気製品で
約 6割を占めています。
３． CO2 削減のため、日々の生活の中でできること
（1）まず今日のお買い物で、レジ袋はもらわず、マイバッ

クを使用してみましょう
地球温暖化防止やゴミの減量化を図るため、町・推進団
体・事業者が締結した協定に基づいて、平成 21年 6月
1日から町内のスーパーなどにおいてレジ袋無料配布
中止の取組が始まっています。
～具体的な効果～
レジ袋辞退率：平均 83％　レジ袋辞退枚数：360,000 枚
累計約 420.5 トン CO2 削減（ドラム缶 905 本分）
※平成 23 年 6 月末現在

（2）車を運転する時は「エコドライブ」を実践してみましょう

▼ふんわりアクセル：やさしい発進を心がけましょう
▼加減速の少ない運転：車間距離は余裕をもって交通状況に応じた安全な定速走行に努めましょう
▼早めのアクセルオフ：エンジンブレーキを積極的に使いましょう
▼アイドリングストップ：無用なアイドリングをやめましょう
▼不要な荷物は積まずに走行：不要な荷物は積まないようにしましょう

■ 2 月は省エネルギー月間　～一人ひとりが心がけよう！　冬の省エネ～
平成 23年夏の節電へのご理解とご協力、誠にありがとうございました。
この冬については、東京電力管内においては、次の期間・時間帯における「ピーク電力削減」の要請がなされてい
ます。無理のない範囲で引き続きご協力をお願いいたします。
＜ピーク電力削減の要請期間／時間＞（東京電力管内）平成 24年 3月まで／平日の午前 9時～午後 9時

地球をたいせつに！

11　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

ちきゅうをたいせつに !

環境政策課☎ 888ー1111（116）

地球温暖化防止にご協力ください

●冬の節電メニュー
手　法 効 　果

エアコン 冬の暖房時室温は 20℃を目安に 年間で 53.08kWhの節電、CO2:18.6kg 削減、約 1,170 円節約
こたつ 設定温度は低めに 年間で 48.95kWhの節電、CO2:17.2kg 削減、約 1,080 円節約

照明器具
白熱電球を電球蛍光ランプまたは
LED電球に取り替える

年間で 84.00kWhの節電、CO2:29.5kg 削減、約 1,850 円節約	
※電球蛍光ランプの場合

洗濯機 洗濯物はまとめ洗いを 年間で 5.88kWhの節電、CO2:2.1kg 削減、約 130円節約
テレビ 見ない時は消す 年間で 15.00kWhの節電、CO2:5.3kg 削減、約 330円節約

▲出典：（財）省エネルギーセンター「家庭の省エネ大辞典」

地球をたいせつに！

環境にやさしい運転～エコドライブのポイント～環境にやさしい運転～エコドライブのポイント～

▼出典：温室効果ガスインべントリオフィス



■『
学
校
給
食
レ
ン
コ
ン
の
日
』

実
穀
小
で
実
施

平
成
23
年
11
月
17
日
、
町
内
全
小

学
校
の
給
食
で
阿
見
産
の
レ
ン
コ
ン

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
茨
城

大
学
の
先
生
や
生
産
者
・
栄
養
士
が

実
穀
小
学
校
を
訪
れ
、
レ
ン
コ
ン
に

関
す
る
授
業
も
開
か
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
手
に
取
っ
た
レ
ン

コ
ン
の
穴
を
の
ぞ
き
こ
ん
だ
り
し
な

が
ら
感
触
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
質
問
の
時
間
で
は
、
児
童
た

ち
か
ら
率
直
な
疑
問
が
浴
び
せ
ら
れ
、

専
門
家
の
先
生
た
ち
が
た
じ
た
じ
に

な
っ
て
し
ま
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

■『
メ
ア
リ
ー
デ
イ
ズ
ス
ト
ー
リ
ー
』

竹
来
中
文
化
祭
に
出
演

平
成
23
年
10
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
第
26
回
竹
来
中
学
校
秋
桜
祭
に
、
竹

来
中
学
校
卒
業
生
3
人
を
含
む
町
在

住
の
4
人
組
バ
ン
ド
『
M
a
r
y　

d
a
y
s　

s
t
o
r
y
（
メ
ア
リ
ー

デ
イ
ズ
ス
ト
ー
リ
ー
）』
が
ゲ
ス
ト
出

演
し
ま
し
た
。
演
奏
が
始
ま
る
と
、
生

徒
た
ち
は
最
高
に
盛
り
上
が
り
、
思
い

出
に
残
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
バ
ン
ド
は
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
を
目
指
し
て
茨
城
を
盛

り
上
げ
て
い
く
「
茨
城
魂
！　

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、「
茨
城
の

う
た
」
を
制
作
し
て
歌
う
代
表
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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11月 9日

11月 1日～ 4日

11月 17日

11月 15日

10月 22日

ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

まちのできごと

■

役
場
庁
舎
に

L
E
D
照
明
寄
付

ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
（
本
社
：
東
京

都
中
央
区
）か
ら
、『
直
管
L
E
D

照
明（
40
W
蛍
光
灯
相
当
タ
イ
プ
）』

1
3
0
0
本
を
役
場
庁
舎
で
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め
に

寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
23
年

11
月
9
日
に
長
谷
川
代
表
取
締
役

か
ら
町
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
12
月
上
旬
ま
で
に
、

庁
舎
内
の
執
務
室
や
会
議
室
な
ど

に
取
り
付
け
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

町
で
は
こ
れ
ま
で
も
節
電
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
回
の

L
E
D
照
明
へ
の
交
換
に
よ
り
、

節
電
や
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に

一
層
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

■『
阿
見
町
分
区
日
赤
奉
仕

団
』
が
感
謝
状
授
与

東
日
本
大
震
災
後
の
平
成
23
年

3
月
15
日
、
自
宅
に
戻
れ
ず
総
合

保
健
福
祉
会
館
に
避
難
し
て
い
た

人
に
『
阿
見
町
分
区
日
赤
奉
仕
団
』

が
炊
出
し
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

活
動
に
対
し
て
、
10
月
28
日
に
日

本
赤
十
字
社
か
ら
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
、
町
長
へ
の
報
告
の
た
め
来

庁
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
防
災
訓

練
な
ど
を
通
じ
て
奉
仕
団
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■『
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
』

各
小
中
学
校
で
実
施

青
少
年
育
成
阿
見
町
民
会
議
で

は
、
平
成
16
年
か
ら
各
小
中
学
校

の
校
門
前
に
お
い
て
、『
あ
い
さ

つ
・
声
か
け
運
動
』
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
さ
ら
な
る
運
動

の
普
及
を
図
る
た
め
、
各
中
学
校

に
お
い
て
は
、
生
徒
会
を
中
心
に

趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容
で
、
児
童

と
生
徒
同
士
が
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

運
動
を
地
域
に
発
信
し
、
あ
い
さ

つ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。



13　ホームページ　http://www.town.ami. ibaraki. jp/　　E メール　ami@town.ami. lg. jp

おしらせ・たいきょうだより

■各種大会の結果（敬称略）
●町民野球大会

期 日 10月 2日（日）・10日（月）・23日（日）
場 所 総合運動公園町民球場ほか

成 績

▼ A ブロック
▽優勝：武器学校▽準優勝：
阿見ヤンキース▽ 3 位：チェ
リーボンバーズ、三菱化学
▼ B ブロック
▽優勝：吉野ペッツ▽準優勝：
プリンズ▽ 3 位：JANIS、
サーティンオーファンズ

●町民バドミントン大会団体戦
期 日 10月 30日（日）
場 所 県立医療大学体育館

成 績

▼ 男 子 団 体 1 部 ▽ 優 勝：
ABC▽準優勝：ビギン▽ 3
位：フェニックス、XYZ
▼男子団体 2 部▽優勝：ナ
イスショット▽準優勝：ダッ
クス▽ 3 位：竹来中学校A
▼男子団体 3 部▽優勝：み
んとくらぶ▽準優勝：竹来中
学校
▼ 女 子 団 体 1 部 ▽ 優 勝：
ダックス▽準優勝：フレーム
ショット
▼女子団体 2 部▽優勝：ウイ
ング▽準優勝：竹来中学校A
▼女子団体 3 部▽優勝：白
鳥▽準優勝：竹来中学校

●小学生バドミントン大会
期 日 11月 13日（日）
場 所 県立医療大学体育館

3 年
以 下
男 子

▽優勝：大林奏汰（君原）▽
準優勝：佐藤元気（吉原）▽
3 位：斉藤陽向（吉原）、瀬
尾龍斗（君原）

4 年
男 子

▽優勝：大山太陽（吉原）▽
準優勝：中村准也（吉原）▽
3 位：岩下海心（阿見西）、
本田夏輝（鹿嶋）

6 年
男 子

▽優勝：宮本健矢（吉原）▽
準優勝：中村凌士（吉原）▽
3 位：福田翔惟（鹿嶋）、岡
田侑樹（吉原）

3 年
以 下
女 子

▽優勝：宮下彩奈（吉原）▽
準優勝：宮下澪奈（吉原）▽
3 位：仁田麻登香（ナイス）、
豊嶋人実（吉原）

4 年
女 子

▽優勝：天谷貴子（吉原）▽
準優勝：遠藤朱莉（阿見西）
▽ 3 位：青山莉菜（吉原）、
後藤華恋（阿見西）

5 年
女 子

▽優勝：豊嶋由夏（吉原）▽
準優勝：濱松奈緒子（鹿嶋）
▽ 3 位：富田里奈（吉原）、
大倉幸実（舟島）

6 年
女 子

▽優勝：国府田亜美（吉原）
▽準優勝：宮本愛央（鹿嶋）
▽ 3 位：濱松佳奈子（鹿嶋）、
田井ひかる（鹿嶋）

■問い合わせ
町体育協会事務局（生涯学習課内）
☎888ー1111（340）

●スポーツ吹矢阿見大会
期 日 10月 30日（日）
場 所 江戸崎体育館（稲敷市）

成 績

▼ A クラス
▽優勝：泉徹▽準優勝：坂下
明子▽ 3 位：青木勝久
▼ B クラス
▽優勝：田沼昭宗▽準優勝：
山口貢▽ 3 位：佐藤静子

●学童野球ジュニア大会
期 日 11月 3日（木）
場 所 総合運動公園町民球場

成 績

▼個人賞▽20 回記念大会
賞・特別賞：村山稜・山中雄
介（竹来ジュニアスターズ）、
大徳力大・小川昇馬（阿見ヤ
ンキース）、宮城優斗・伊藤
輝（舟島マリナーズ）、倉持
将人・下村海斗（本郷イーグ
ルス）、藤平快・大塚陸斗（阿
見上郷ジャガーズ）

●町民ゴルフ大会
期 日 11月 15日（火）
場 所 桜ゴルフクラブ（稲敷市）

成 績

▼男子の部▽優勝：渡部儀勝
▽準優勝：宮本浩之▽3 位：
菊地達也
▼女子の部▽優勝：渡部薫子
▽準優勝：藤野あや子▽3 位：
長谷川淳子
▼ベストグロス賞▽男子：渡
部儀勝▽女子：吉川志満子

体協だより

■
茨
城
大
学
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催

『
自
然
共
生
を
目
指
す
有
機
農
業

へ
の
新
た
な
道　

茨
城
の
現
状
を
踏

ま
え
て
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日	

2
月
11
日（
土
）

▼
時
間	

午
前
10
時
か
ら

▼
場
所	

茨
城
大
学
農
学
部
1
0
0

番
講
義
室
（
阿
見
キ
ャ
ン
パ
ス
）

▼
内
容	

講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
参
加
料	

無
料

▼
問
合
せ	

茨
城
大
学
農
学
部
内
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局　

飯
塚
☎

8
8
8
ー

8
7
0
7

■
チ
ャ
リ
テ
ィ
人
形
供
養

使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
人

形
・
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
を
ゴ
ミ
に
出

せ
ず
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、

人
形
供
養
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時	

2
月
26
日（
日
）▼
受
付
：

午
後
1
時
か
ら
▼
供
養
：
2
時
か
ら

▼
場
所	

家
具
の
店
『
樹
里
』
駐
車

場
（
若
栗
1
7
6
6
ー

3
☎

8
8
7
ー

3
4
2
1
）

▼
供
養
料	

1
体
1
0
0
0
円
、
2

体
以
上
2
0
0
0
円
（
金
額
は
目

安
で
す
。
お
気
持
ち
で
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
強
制
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
の
社
会
福
祉
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼
そ
の
他	

雨
天
決
行
。
人
形
な
ど

は
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
当
日

来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
2
月
24
日

（
金
）・25
日（
土
）に
家
具
の
店
『
樹

里
』
で
受
付
し
ま
す
。
ま
た
は
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
に
預

け
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す

▼
問
合
せ	

阿
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ　

菅
野
☎
8
8
7
ー

3
6
0
8

■
『
鵬ほ

う

墨ぼ
く

会
展
』
開
催

鵬
墨
会
会
員
の
水
墨
画
作
品
約

1
2
0
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
日
時	

2
月
18
日（
土
）～
23
日

（
木
）、
午
前
10
時
～
午
後
5
時　

※
18
日（
土
）は
正
午
か
ら
、
23
日

（
木
）は
午
後
3
時
ま
で
。
20
日

（
月
）は
休
館

▼
場
所	

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
（
土
浦
市
大
和

町
／
『
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
』
5
階
）

▼
そ
の
他	

入
場
無
料

▼
問
合
せ	

鵬
墨
会
本
部　

坂
元
☎

8
8
7
ー

4
4
0
9

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion



おしらせ

■
使
用
済
農
業
用
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
の
収
集

▼
期
日	

2
月
15
日（
水
）

▼
時
間	

午
前
8
時
～
10
時

▼
場
所	

茨
城
か
す
み
農
協
阿
見
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
品	

▼
県
農
業
用
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
処
理
協
会
へ
の
登
録
料
：

1
0
0
0
円
（
平
成
23
年
10
月
に

登
録
さ
れ
た
人
は
無
料
）▼
運
搬

処
分
に
か
か
る
経
費
の
農
家
負
担

料
金
：
1	

kg
あ
た
り
5
円
（
当
日

計
量
し
ま
す
）▼
印
鑑

▼
分
別
と
仕
分
け	

▼
農
ポ
リ
、
農

P
O
、
農
サ
ク
ビ
、
肥
料
空
袋

ご
と
に
分
別
こ
ん
包
す
る
▼
土

砂
、
作
物
残
さ
、
留
金
な
ど
の

金
属
・
竹
片
・
木
片
な
ど
を
除
去

す
る

▼
そ
の
他	

▼
荷
づ
く
り
は
重
さ

10	

kg
程
度
と
し
、
農
ポ
リ
ひ
も
で

結
束
す
る
▼
パ
レ
ッ
ト
で
の
持
ち

込
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ	

町
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
適
正
処
理
対
策
協
議
会
▼
茨
城

か
す
み
農
協
阿
見
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
9
ー

0
6
2
1
▼
農

業
振
興
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
1
8
3
）

■
『
世
界
の
文
化
を
知
ろ
う

ー
ベ
ラ
ル
ー
シ
編
』

▼
期
日	

2
月
19
日（
日
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所	

中
央
公
民
館
3
階
集
会
室

▼
内
容	

旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
か
ら
独

立
し
、
白
ロ
シ
ア
と
も
呼
ば
れ
た

ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
の
衣
食
住
・

教
育
・
環
境
・
福
祉
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す

▼
講
師	

サ
ラ
マ
シ
ャ
ン
カ
・
ニ
ー

ナ
氏

▼
対
象	

国
際
交
流
協
会
会
員
お
よ

び
町
内
在
住
の
人

▼
そ
の
他	

申
込
不
要
・
参
加
無
料

▼
問
合
せ	

町
国
際
交
流
協
会
事
務

局
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1（
2
9
2
）

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

●
新
入
学
児
童
・
生
徒
へ
の
『
入
学

祝
金
』
贈
呈

4
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
の
う
ち
左
記
に
該
当
す

る
人
に
、入
学
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
対
象	

▼
ひ
と
り
親
世
帯（
母
子
・

父
子
の
世
帯
）▼
要
保
護
・
準
要
保

護
世
帯
▼
交
通
遺
児
等
両
親
の
い

な
い
子
の
世
帯
ー
の
4
月
新
入

学
児
童
・
生
徒

▼
申
込
方
法	

2
月
24
日（
金
）ま
で

に
、
対
象
者
の
保
護
者
が
直
接
左

記
に
申
し
込
む

●
地
域
ケ
ア
研
修
会
参
加
者
募
集

▼
期
日	

2
月
25
日（
土
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
11
時
45
分

（
受
付
：
9
時
30
分
か
ら
）

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』2
階
大
会
議
室

▼
内
容	

講
演
『
あ
な
た
の
笑
顔
を

守
り
た
い
～
つ
な
が
る
・
広
が
る
・

口
腔く

う

ケ
ア
に
出で

来き

る
こ
と
～
』

▼
講
師	

酒
井
ゆ
み
氏
（
摂
食
嚥え

ん

下げ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定
歯
科

衛
生
士
）

▼
申
込
方
法	

2
月
22
日（
水
）ま
で

に
電
話
で
左
記
に
申
し
込
む

●
親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

▼
期
日	

3
月
3
日（
土
）

▼
時
間	

午
前
8
時
30
分
総
合
保
健

福
祉
会
館
出
発
（
午
後
5
時
帰
着

予
定
）

▼
行
き
先	

藤
子
・
F
・
不
二
雄
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
ほ
か
（
神
奈
川
県
川
崎

市
）

▼
対
象	
町
内
在
住
で
、
ひ
と
り
親

世
帯
お
よ
び
そ
の
祖
父
母

▼
参
加
料	

1
世
帯
2
0
0
0
円

（
入
場
券
・
昼
食
費
含
む
。
大
人
2

人
以
上
参
加
の
場
合
、
追
加
1
人

に
つ
き
別
途
2
0
0
0
円
が
必
要
）

▼
募
集
人
数	

70
人（
定
員
で
締
切
）

▼
申
込
期
間	

2
月
17
日（
金
）ま
で

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

●
看
護
師
（
パ
ー
ト
職
員
）
募
集

▼
勤
務
期
間 

4
月
1
日（
日
）～
平

成
25
年
3
月
31
日（
日
）　

※
1
年

ご
と
に
更
新

▼
勤
務
日
時 

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

週
5
日
、
正
午
～
午
後
3
時
30
分

※
時
間
は
応
相
談

▼
勤
務
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館

『
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
勤
務
内
容	

障
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
に
お
け
る
看
護
師
業
務

▼
時
給	

1
1
6
0
円

▼
募
集
人
数	

1
人

▼
応
募
資
格	

普
通
自
動
車
運
転
免

許
・
正
看
護
師

▼
応
募
期
間	

2
月
29
日（
水
）ま
で

▼
応
募
方
法	

事
前
に
電
話
連
絡
の

う
え
、
履
歴
書
（
6
か
月
以
内
撮

影
の
写
真
貼
付
）を
郵
送
ま
た
は

直
接
左
記
に
提
出
す
る

▼
選
考
方
法	

書
類
選
考
・
面
接

●
問
合
せ	

〒
3
0
0
ー

0
3
3
1

阿
見
町
阿
見
4
6
7
1
ー

1
町
社

会
福
祉
協
議
会
☎
8
8
7
ー

0
0
8
4

■
竜
ケ
崎
税
務
署
か
ら

●
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受

け
ら
れ
た
人
へ

平
成
23
年
12
月
に
、「
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法

律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
な
ど
が
施
行

さ
れ
、
所
得
税
な
ど
の
国
税
に
関
し

て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
人
や
復
興
推
進
に
向
け

た
取
組
を
対
象
と
し
て
、
新
た
な
税

制
上
の
措
置
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係

る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関

す
る
法
律
」
で
創
設
さ
れ
た
税
制
上

の
措
置
と
合
わ
せ
て
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
人
は

所
得
税
な
ど
の
軽
減
・
免
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
確
定
申
告
な
ど
の

手
続
き
を
行
う
こ
と
で
、
税
金
の
還

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
電
話
相
談
受
付

3
月
4
日（
日
）・
11
日（
日
）に
限

り
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

人
か
ら
の
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税

に
関
す
る
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
な
お
、こ
の
2
日
間
の
業
務
は
、

電
話
相
談
の
み
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ	

竜
ケ
崎
税
務
署
☎

0
2
9
7
ー

6
6
ー

1
3
0
3

■
『
相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
』

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、
2
月
を

相
続
月
間
と
し
て
、
相
続
登
記
に
関

す
る
相
談
を
各
司
法
書
士
事
務
所
で

実
施
し
ま
す
。

▼
場
所	

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

▼
そ
の
他	

申
し
込
み
先
は
各
司
法

書
士
事
務
所
。
要
事
前
予
約
。
本

相
談
は
無
料

▼
問
合
せ	

茨
城
司
法
書
士
会
☎

0
2
9
ー

2
2
5
ー

0
1
1
1

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion
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おしらせ

■
『
介
護
教
室
』
受
講
生
募
集

▼
期
日	

❶
2
月
27
日（
月
）❷
3
月

6
日（
火
）

▼
時
間	
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
内
容	

❶
変
形
性
膝
関
節
症
に

つ
い
て
❷
障
害
者
自
立
支
援
法
・

町
の
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

▼
講
師	

❶
六
﨑
裕
高
氏
（
県
立
医

療
大
学
付
属
病
院
）
❷
山
本
哲
也

氏
（
つ
く
ば
国
際
大
学
）・
町
障
害

福
祉
課
職
員

▼
対
象	

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人

▼
募
集
人
数	

各
回
30
人
程
度

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
方
法	

2
月
17
日（
金
）ま
で

に
、
電
話
で
左
記
に
申
し
込
む

▼
問
合
せ	

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
7
ー

8
1
2
4

■
『
が
ん
ば
っ
ぺ
！　

茨
城

就
職
面
接
会
』
開
催

▼
期
日	

▼
土
浦
：
2
月
17
日（
金
）

▼
水
戸
：
2
月
27
日（
月
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
午
後
4
時

▼
場
所	

▼
土
浦
：
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ

ド
筑
波
（
土
浦
市
城
北
町
）
▼
水

戸
：
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸

（
水
戸
市
宮
町
）

▼
対
象	

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
高

専
・
専
修
学
校
の
平
成
24
年
3
月

卒
業
予
定
者
（
お
お
む
ね
既
卒
3

年
以
内
の
者
を
含
む
）

▼
問
合
せ	

茨
城
労
働
局
職
業
安
定

課
☎
0
2
9
ー

2
2
4
ー

6
2
1
8

■
第
14
回
阿
見
町
音
楽
祭

▼
日
時	

3
月
4
日（
日
）午
後
2
時

か
ら
（
開
場
：
1
時
30
分
）

▼
場
所	

本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料	

無
料

▼
出
演
団
体	

▼
ゆ
り
か
ご
会
▼
す

ず
ら
ん
▼
ス
タ
ジ
オ
・
ア
ル
パ
▼

コ
ー
ル
・
ア
ミ
▼
阿
見
ウ
ィ
キ
ウ

ィ
キ
会
▼
阿
見
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

ク
ラ
ブ
▼
M
y
あ
み
ハ
ー
モ
ニ
カ

メ
イ
ツ
▼
オ
カ
リ
ナ
・
ア
ミ
ー
ゴ

▼
茨
城
大
学
混
声
合
唱
団（
有
志
）

▼
問
合
せ	

阿
見
町
音
楽
祭
実
行
委

員
会　

箕
輪
☎
8
4
2
ー

3
4
5
4

■
人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ

う
の
人
の
勉
強
会

▼
日
時	

2
月
26
日（
日
）午
前
10
時

30
分
～
午
後
3
時

▼
場
所	

つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
つ
く
ば
市
吾
妻
）

▼
内
容	

外
出・災
害・老
後
の
対
策
、

ス
ト
ー
マ
の
お
手
入
れ
方
法
、
臭

い
・
肌
荒
れ
な
ど
の
対
策
ー
な
ど

▼
参
加
料	

1
0
0
0
円

▼
申
込
方
法	

2
月
20
日（
月
）ま
で

に
、
電
話
で
左
記
に
申
し
込
む

▼
問
合
せ	

（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部　

山
之
内

☎
0
2
9
7
ー

6
2
ー

7
4
6
3

■
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
3
級
養
成
講
習
会

県
立
健
康
プ
ラ
ザ
で
は
、
高
齢
者

の
介
護
予
防
の
た
め
の
『
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
』
を
普
及
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
『
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
指
導
士
』
の
養
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
期
日	

▼
94
コ
ー
ス
：
4
月
5
日

（
木
）～
5
月
7
日（
月
）の
毎
週
月・

木
曜
日
▼
95
コ
ー
ス
：
4
月
6
日

（
金
）～
5
月
1
日（
火
）の
毎
週
火・

金
曜
日
▼
96
コ
ー
ス
：
5
月
14
日

（
月
）～
6
月
11
日（
月
）の
毎
週
月・

木
曜
日（
5
月
17
日（
木
）は
休
み
）

▼
97
コ
ー
ス
：
5
月
18
日（
金
）～

6
月
12
日（
火
）の
毎
週
火
・
金
曜

日
▼
98
コ
ー
ス
：
6
月
18
日（
月
）

～
7
月
19
日（
木
）の
毎
週
月
・
木

曜
日
（
6
月
21
日（
木
）は
休
み
）

▼
99
コ
ー
ス
：
6
月
26
日（
火
）～

7
月
20
日（
金
）の
毎
週
火
・
金
曜

日　

※
い
ず
れ
も
祝
日
は
休
み

▼
時
間	

午
前
10
時
～
午
後
3
時
45

分
（
初
日
の
み
午
前
9
時
45
分
開

講
）

▼
場
所	
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
（
水
戸

市
笠
原
町
）

▼
対
象	

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
人
▼
県
内
在
住
▼
平
成
24
年

4
月
1
日
現
在
で
60
歳
以
上
（
50

歳
以
上
も
申
し
込
み
で
き
る
が
、

60
歳
以
上
を
優
先
）▼
常
勤
の
職

に
就
い
て
い
な
い
▼
認
定
後
に
地

域
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
▼

講
習
会
の
全
日
程
に
参
加
で
き
る

▼
受
講
料	

無
料

▼
申
込
方
法	

2
月
22
日（
水
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
往
復
は

が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

ふ
り
が
な
・
性
別
・
生
年
月
日
・
平

成
24
年
4
月
1
日
時
点
の
年
齢
・

電
話
番
号
・
参
加
で
き
る
コ
ー
ス

番
号
す
べ
て
ー
を
明
記
の
う
え
、

左
記
に
申
し
込
む

▼
問
合
せ	

〒
3
1
0
ー

0
8
5
2

水
戸
市
笠
原
町
9
9
3
ー

2
県
立

健
康
プ
ラ
ザ
介
護
予
防
推
進
部
☎

0
2
9
ー

2
4
3
ー

4
2
1
7

■
『
県
民
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

i
n
県
南
』
開
催

県
南
4
医
師
会
お
よ
び
県
医
師
会

で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
推
進

事
業
の
一
環
と
し
て
、
公
開
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
が

ん
に
な
ら
な
い
た
め
に
～
消
化
器
の

が
ん
を
中
心
に
～
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日	

2
月
25
日（
土
）

▼
時
間	

午
後
2
時
～
4
時
15
分

（
受
付
：
1
時
30
分
か
ら
）

▼
場
所	

牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
牛
久
市

柏
田
町
）

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
方
法	

電
話
で
左
記
に
申
し

込
む

▼
問
合
せ	

龍
ケ
崎
市
・
牛
久
市
医

師
会
事
務
局
☎
0
2
9
7
ー

6
4
ー

2
8
5
5

〈広告欄〉
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交通事故発生状況　12 月（前月比）
消防本部調べ 軽　　傷	　13人（－ 5)
出場件数　20件（－ 1）	 中　　傷	　 3人（－ 3)
	 重　　傷	　 1人（＋ 1)
	 死　　亡	　 1人（＋ 1)
	 合　　計　18人（－ 6)

●人口と世帯●
●総人口　47,861 人 （－ 86）
●男　性　23,730 人 （－ 97）
●女　性　24,131 人 （＋ 11）
●世帯数　18,215 世帯（－ 61）

▽ 1月 1日現在▽常住人口ベース▽（　）内は前月比▽総務課調べ

2 月の納税等
固定資産税（4期）
国民健康保険税（9期）
後期高齢者医療保険料（8期）
介護保険料（6期）
納期限 2 月 29 日（水）

3 月の納税等

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

人権相談／行政相談　日時：2月2日（木）3月1日（木）
午前 10時～午後 3時／場所：役場 3階 305 会議室

問い合わせ 総務課☎ 888ー1111（216）
子育て相談　日時：月～金曜日午前 9時～午後 4時／

場所：中郷保育所内／訪問相談随時受付
問い合わせ 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談　日時：火～金曜日午前 9時～午後 3時／

場所：図書館となり
問い合わせ 教育相談センター☎ 888ー1225
心配ごと相談　日時：水曜日午後1時～4時／弁護士

相談：月1回午後1時～3時30分［毎週水曜日の心配
ごと相談にて要予約］／場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
結婚相談　日時：第 2・第 4土曜日午後 1時～ 4時／

場所：総合保健福祉会館相談室
問い合わせ 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談　日時：月～金曜日午前 8時 30 分
～午後 5時 15分／場所：町社会福祉協議会内

問い合わせ 町地域包括支援センター☎ 887ー8124
消費者相談　日時：月～金曜日午前 9時～正午・午後
1時～ 4時／場所：役場 1階町消費生活センタ－

問い合わせ 町消費生活センタ－☎ 888ー1871
交通事故相談　日時：月～金曜日午前 9時～正午・午
後 1時～ 4時 45 分／弁護士相談：水曜日午後 1時～
4時［要予約］／場所：県土浦合同庁舎

問い合わせ 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

●定例相談●

※ 救急車の適正な利用を
お願いします

●第 4 回所蔵資料展『重キ務メヲナシオヘテー除隊記
念品展』開催中
今回の展示では、盃

さかずき

を中心とした明治期の除隊記念
品と、当館所蔵の陸軍関係資料あわせて約 150 点を展
示しています。

開催日時	 平成 24年 3月 25日（日）まで
午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時
30 分まで）／月曜日休館（月曜日が祝日
の場合は翌火曜日が休館）

場　　所	 予科練平和記念館 20世紀ホール
観 覧 料	 常設展観覧料に含まれます／大人５00円

（400 円）、小中
高生 300円（240
円）　※（　）内
は 20 人以上の
団体および各種
割引カード提示
による割引料金

●開館 2 周年をむかえます
予科練平和記念館は、2月 2日で開館 2周年をむか
えます。去年 3月 11 日に起きた東日本大震災で建物
に被害を受け、4月 18日までの 38日間、休館を余儀
なくされました。幸いなことに、地震当日の来館者や
職員に被害はなく、所蔵資料にも大きな影響はありま
せんでした。
全国から応援のメッセージをいただいたり、来館さ
れた人が知り合いを連れてきてくださったりなど、予
科練平和記念館の輪が広がっていることを実感しまし
た。これまでの来館者は約 12万 7800 人（平成 23年
12月21日現在）で、阿見町の小中学生も授業で来館し、
熱心に見学しています。
今後も、予科練や戦時の歴史、町の歴史を多くの人
に知っていただけるよう、さまざまなイベントや講演
会、企画展示をしてまいります。これからもご支援を
お願いするとともに、みなさんのご来館をお待ちして
います。

開館 2 周年をむかえます

●問い合わせ　予科練平和記念館　☎891-3344
ホームページ　http://www.town.ami.ibaraki.jp/yokaren/index.html

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12 月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1階正面玄関・ロビー、役場 2階秘書課、
うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあい
センター、予科練平和記念館、町民活動センター

▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の
各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

▲除隊記念の盃や日露戦争戦
勝記念の徳利
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